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岩沼市「千年希望の丘」植樹祭＆収穫祭

「環境林業」を担う人材の育成

 宮城県岩沼市

 富山県南砺市利賀村地域

実　践

復興支援助成

2年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
宮城県岩沼市「千年希望の丘」植樹祭のゴールは36
万本。2019年度末時点で累計33万5千本、植樹達成
率は93.1％。2020年度はファイナル植樹祭が新型コ
ロナウイルス感染拡大を受け、1年延期となったが、
3密を避けた少人数植樹で2,600本を植樹。2020年度
末時点で植樹達成率は93.8％、残り22,400本になっ
ている。ハマナス畑は2020年度末に岩沼市役所が新
たに整備し、かつ1,000本を植栽。ここに当協会が
535本を追加植樹し、合計1,535本のハマナス畑が完
成した。

活動内容と成果
①TOGA森の暮らし塾2020の開催
　通年塾生9人（延べ参加者数　111人）
　年10回の講座（森林調査、林業、狩猟、アロマオイル他）
　を開催
　塾生のうち、3組5人が利賀村へ移住。3人が林業に就業。
　修了式では、塾生たちが「トチノキのオーナー制度」等
　のアイデアを提案
②TOGA森の暮らし塾2021の塾生募集
　県内外から8人の応募あり
③開校記念式典に本郷浩二林野庁長官来訪
　11月に開催した開校記念式典（新型コロナウイルス禍で
　延期）では、長官より心強いエールをいただいた

課　題
東日本大震災を風化させることなく、復興の象徴で
ある宮城県岩沼市「千年希望の丘」の完成を目指すプ
ロジェクトである。

目　標
宮城県岩沼市「千年希望の丘」の完成により、東北被
災沿岸部に本来あるべきふるさとの森と海浜植生が
再生することが目標である。

課　題
多くの山村は過疎化が進行し、消失の危機にある。一
方、低質材の大量生産を志向する画一的な現代林業は、
生態系の保全と、地域経済を支えるという期待に応え
られていない。

目　標
TOGA森の暮らし塾等の運営により、山村に住んで、生
態系を保全し、森林資源を持続的に利用する「環境林
業」を担う人材を育成し、持続可能な山村地域の創出を
目指す。

〒981-0931
宮城県仙台市青葉区北山1丁目
14番1号
電話：022-234-5327
E-mail：morinobouchoutei@yahoo.co.jp
HP：http://morinobouchoutei.com/

〒939-2512
富山県南砺市利賀村上百瀬51
電話：0763-68-2177
E-mail：moribio@hotmail.co.jp
HP：moribio.com/

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響を受け、
植樹・育樹（除草）イベントすべてが
延期または中止となった。

■工夫した点
宮城県柴田農林高等学校や仙台市シ
ルバー人材センターとの連携を強化
し、植樹・育樹（除草）・補植作業を
行った。

■苦労した点
高齢者の多い過疎の山村へ、東京を
含む県外からの参加者を招いての講
座であり、運営管理における新型コ
ロナウイルス対応に苦労した。

■工夫した点
塾生の多様な興味・関心に対して、
予定になかったオプション講座（ド
ローン、巨木ツアー、スノートレッキ
ング等）を工夫した。

2021年度の宮城県岩沼市「千年希望の丘」の完成を目指して、新型コロナウイルス
対策を徹底しながら、植樹、補植、除草活動を継続する予定である。

森の暮らし塾を通じて、山で暮らせる人材を育成しつつ、広葉樹をはじめとする森
林資源の具体的な活用法とその収益性の確認、フィールドにおける収穫・更新、循
環利用の実証等の実践に重点を置いて活動していきたい。

今後の
展望

今後の
展望

3密回避、マスク着用のハマナス畑植樹3密回避、マスク着用のハマナス畑植樹

森の暮らし塾1期生「春の森の生態学」実習森の暮らし塾1期生「春の森の生態学」実習

柴田農林高校と除草作業後の海岸柴田農林高校と除草作業後の海岸
清掃活動清掃活動

利賀村に伝わる伝統的林業技術利賀村に伝わる伝統的林業技術
「手ゾリ」「手ゾリ」

植樹本数（ふるさとの
森） 2,600 本

植樹本数（ハマナス） 535 本

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 66 ％

利賀村への移住者数 5 人

講座の延べ参加者数 111 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％


